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一
．
外
国
人
教
師
へ
の
「
名
誉
教
師
」
称
号
授
与

　
　
　
　
　
（
�
）

　

名
誉
教
授
と
い
っ
て
、「
大
学
に
教
授
そ
の
他
と
し
て
多
年
勤
務
し
、
教
育

上
・
学
術
上
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
者
に
、
退
職
後
そ
の
大
学
が
与
え
る
称

号
」（

１
）

が
あ
る
。

　

こ
の
名
誉
教
授
と
い
う
称
号
を
授
与
す
る
制
度
は
、
帝
国
大
学
令
改
正
の
な

か
で
は
じ
め
て
採
用
さ
れ
た
。
明
治
二
十
六
（
�
八
九
三
）
年
八
月
十
�
日
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
同
改
正
第
十
三
条
で
は
、「
帝
国
大
学
ニ
功
労
ア
リ
又
ハ
学

術
上
效
績
ア
ル
者
ニ
対
シ
勅
旨
ニ
由
リ
又
ハ
文
部
大
臣
ノ
奏
宣
ニ
由
リ
名
誉
教

授
ノ
名
称
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

　

欧
米
に
は
早
く
よ
り
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
・
イ
メ
リ
タ
ス
（professor 

im
eritus

）
制
度
が
あ
り
、日
本
の
名
誉
教
授
称
号
授
与
制
度
は
そ
れ
に
な
ら
っ

て
創
始
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る

（
３
）。『

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
辞

典
』
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
�
七
九
四
年
あ
る
い
は
�
八
二
三
年
に
「Em

eritus 

professor of divinity

」
あ
る
い
は
「A

n em
eritus Professor of M

oral 

Philosophy

」
と
い
う
用
例
が
あ
る

（
４
）。

　

も
っ
と
も
「
大
学
関
係
者
に
名
誉
的
称
号
を
与
え
る
と
い
う
制
度
」
は
、
明

治
二
十
六
年
の
帝
国
大
学
令
改
正
の
前
に
す
で
に
あ
っ
た
。外
国
人
教
師
に「
名

誉
教
師
」
と
い
う
称
号
を
与
え
る
制
度
で
あ
る
。『
東
京
大
学
百
年
史
』
に
よ

る
と
、同
制
度
は
明
治
二
十
五
（
�
八
九
二
）
年
（
月
欠
）
に
制
定
さ
れ
て
お
り
、

二
十
六
年
ま
で
に
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Bazil H

all Cham
berlain

、

�
八
五
〇―

�
九
三
五
）、
Ｅ
・
ベ
ル
ツ
（Erw

in von Baelz

、
�
八
四
九―

�
九
�
三
）、
Ｏ
・
ケ
ル
ネ
ル
（O

skar K
ellner

、
�
八
五
�―

�
九
�
�
）

の
三
名
が
そ
の
称
号
を
受
け
て
い
る

（
５
）。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
帝
国
大
学
文
科

 
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

加　

藤　

詔　

士



二
四

大
学
、
ベ
ル
ツ
は
東
京
医
学
校
・
東
京
大
学
医
学
部
・
帝
国
大
学
医
科
大
学
、

ケ
ル
ネ
ル
は
駒
馬
農
学
校
・
帝
国
大
学
農
科
大
学
の
お
雇
い
教
師
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
二
）

　

名
誉
教
師
称
号
授
与
の
制
度
は
明
治
二
十
五
（
�
八
九
二
）
年
に
制
定
さ
れ

た
と
『
東
京
大
学
百
年
史
』
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
実
は
そ
れ
よ
り
も
前
に
帝
国

大
学
評
議
会
で
審
議
さ
れ
授
与
が
決
定
さ
れ
、
実
際
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
�
に
、
評
議
会
は
早
く
も
明
治
二
十
三
年
の
九
月
十
六
日
に
、
Ｂ
・

Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
授
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
こ
の
と
き
は
可

決
す
る
に
至
ら
ず
、
同
日
の
『
評
議
会
記
録
』
に
は
、

「
チ
ヤ
ン
バ
レ
ン
教
師
名
誉
教
師
ノ
件

 

右
ハ
パ
ッ
ス
、
其
手
続
ヲ
為
ス
事
」

と
記
さ
れ
て
い
る

（
６
）。

な
ぜ
可
決
さ
れ
ず
「
パ
ッ
ス
」
に
終
わ
っ
た
の
か
。

検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
け
れ
ど
も
、『
評
議
会
記
録
』
等
に
関
連
の
記
述
は

み
ら
れ
な
い
。

　

そ
の
後
、
手
続
き
を
踏
ん
で
、
明
治
二
十
四
年
二
月
十
七
日
の
評
議
会
に
お

い
て
ふ
た
た
び
審
議
さ
れ
、
今
度
は
授
与
す
る
こ
と
が
評
決
さ
れ
た
。
同
日
の

『
評
議
会
記
録
』
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
、「
本
邦
古
今
ノ
言
語
及
事
蹟
研
究
上

功
労
少
カ
ラ
ス
本
学
ノ
為
メ
大
ニ
補
益
ス
ル
所
ア
ル
ヲ
見
ル
」
と
い
う
、
授
与

す
る
事
由
も
付
記
さ
れ
て
い
る
。
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
第
�
号
で
あ
る
。

ホ
ノ
ラ
リ
、
プ
ロ
フ
エ
ソ
ル

ホ
ノ
ラ
リ
、
プ
ロ
フ
エ
ソ
ル

「
元
文
科
大
学
教
師
チ
ヤ
ン
バ
レ
ン
氏
ヘ
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
付
与
ス
ル

文
案
左
ノ
通
リ
評
決

本
邦
古
今
ノ
言
語
及
事
蹟
研
究
上
功
労
少
カ
ラ
ス
本
学
ノ
為
メ
大
ニ
補
益

ス
ル
所
ア
ル
ヲ
見
ル
仍
テ
貴
下
ニ
授
与
ス
ル
ニ
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ノ
称

号
ヲ
以
テ
ス
」（

７
）

　

第
二
に
、名
誉
教
師
の
英
語
表
記
に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
決
定
を
み
て
い
る
。

Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
へ
の
称
号
授
与
が
評
決
さ
れ
た
翌
月
（
明
治
二
十
四

年
三
月
）
の
十
七
日
の
評
議
会
記
録
に
は
、

「
名
誉
教
師
ノ
英
訳
（Em

eritus Professor

）

　

 

右
ノ
通
評
決
」

と
記
さ
れ
て
い
る

（
８
）。

ま
た
、
同
日
の
評
議
会
記
録
に
は
、

「
名
誉
教
師
ノ
称
号
付
与
内
規
ニ
付
文
部
省
ヨ
リ
申
越
ノ
件

　

 

右
ハ
大
学
ニ
テ
起
草
シ
文
部
省
ヘ
伺
出
事
」

と
あ
る

（
９
）

か
ら
、
評
議
会
は
称
号
授
与
の
規
定
作
成
に
つ
い
て
文
部
省
よ
り

指
導
を
受
け
た
模
様
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
規
定

（
内
規
）
を
作
成
し
た
の
か
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
関
連
の
記
録
史
料
は
見
い
だ

し
え
な
い
で
い
る

（
10
）。

明
治
二
十
六
年
八
月
に
公
布
さ
れ
た
前
出
の
帝
国
大

学
官
制
に
も
、「
名
誉
教
師
」
の
条
文
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
（
三
）
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五

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
続
い
て
名
誉
教
師
の
称
号
授
与
が
決
定
さ
れ
た
の
は
ベ
ル

ツ
、
そ
し
て
ケ
ル
ネ
ル
で
あ
る
が
、
ベ
ル
ツ
に
つ
い
て
は
『
評
議
会
記
録
』
に

お
け
る
記
述
は
目
下
の
と
こ
ろ
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い

（
11
）。

ケ
ル
ネ
ル
に
つ

い
て
は
、
明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
に
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。『
評
議

会
記
録
』
に
は
、

「
農
科
大
学
教
師
ケ
ル
子
ル
氏
ニ
解
雇
後
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
与
フ
ル
ノ
件

  

右
可
決
」

と
だ
け
記
さ
れ
、
授
与
す
る
事
由
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い

（
12
）。

　

ち
な
み
に
、『
帝
国
大
学
�
覧
』
に
は
、
明
治
二
十
五
年
度
版
よ
り
、「
職
員
」

欄
に
名
誉
教
師
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
二
十
五
年
度
版
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
お

よ
び
ベ
ル
ツ
が
、
二
十
六
年
度
版
に
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ベ
ル
ツ
、
ケ
ル
ネ
ル

の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
出
さ
れ
て
い
る

（
13
）。

　

こ
れ
以
後
明
治
末
年
ま
で
に
、
帝
国
大
学
名
誉
教
師
あ
る
い
は
東
京
帝
国
大

学
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
外
国
人
教
師
は
、
筆
者
の
調
査
で
は
通
算

�
〇
名
を
数
え
る
。
左
記
の
諸
氏
で
あ
る
。

元
文
科
大
学
教
師
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン 

明
治
二
十
四
年
授
与

元
医
科
大
学
教
師
Ｅ
・
ベ
ル
ツ 

明
治
二
十
五
年
授
与

元
農
科
大
学
教
師
Ｏ
・
ケ
ル
ネ
ル 

明
治
二
十
六
年
授
与

元
理
科
大
学
教
師
Ｅ
・
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
ス 

明
治
三
十
二
年
授
与

元
医
科
大
学
教
師
Ｊ
・
Ｋ
・
ス
ク
リ
バ 

明
治
三
十
四
年
授
与

元
工
科
大
学
教
師
Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー 

明
治
三
十
五
年
授
与

元
法
科
大
学
教
師
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド 

明
治
三
十
五
年
授
与

元
工
科
大
学
教
師
Ｊ
・
ミ
ル
ン 

明
治
三
十
五
年
授
与

元
農
科
大
学
教
師
Ｊ
・
Ｄ
・
ヤ
ン
ソ
ン 

明
治
三
十
五
年
授
与

元
工
科
大
学
教
師
Ｊ
・
コ
ン
ド
ル 

明
治
三
十
六
年
授
与

　

ち
な
み
に
、
か
れ
ら
に
つ
い
て
、
評
議
会
に
お
い
て
評
決
さ
れ
た
期
日
、
な

ら
び
に
評
議
会
の
建
議
を
う
け
て
文
部
大
臣
よ
り
認
可
な
ら
び
に
授
与
さ
れ
た

期
日
、『
官
報
』
告
示
日
等
を
ま
と
め
て
み
る
と
別
表
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
う
ち
、
お
雇
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
教
師
Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー
（H

enry 

D
yer

、
�
八
四
八―

�
九
�
八
）
は
、
明
治
三
十
五
（
�
九
〇
二
）
年
六
月

に
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。
工
部
大
学
校
都
検
な
ら

び
に
土
木
・
機
械
工
学
教
師
の
任
務
を
終
了
し
明
治
十
六
年
六
月
に
離
任
し
て

か
ら
二
十
年
程
も
後
の
こ
と
に
な
る
。
名
誉
教
師
称
号
授
与
制
度
が
創
設
さ
れ

て
か
ら
、
十
年
を
経
て
い
る
。

　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
は
『
御
雇
外
国
人
教
師
関
係
書
類
』
が
蔵
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
な
か
の
「
明
治
三
十
五
年
外
国
教
師
関
係
」
の
部
に
、「
�
八　

元
工
部
大
学
校
都
検
兼
教
師
ダ
イ
エマ

ルマ

へ
本
学
名
誉
教
師
ノ
名
称
授
与
伺
」
と

題
す
る
記
録
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
史
料
を
紹
介
し
て
、
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別表　帝国大学名誉教師および東京帝国大学名誉教師一覧
旧 所 属
在 職 期 間 氏　　　名 評議会可決 文部大臣認可 文部省授与 『官報』告示

文科大学
明治 19・4・1 － 23・9・23 B. H. チェンバレン 明治 24 年

２月 17 日（１）
――――― 明治 24 年

３月７日（18）

明治 24 年
３月 12 日（28）

東京医学校、医科大学
明治 9・6・7 － 35・7・31 E. ベルツ ――――― 明治 25 年

６月 23 日（９）

明治 25 年
８月１日（19）

明治 25 年
８月４日（29）

駒場農学校、農科大学
明治 14・11・4 － 26・11・3 O. ケルネル 明治 25 年

10 月 25 日（２）

明治 25 年
12 月 20 日（10）

明治 26 年
１月１日（20）

明治 26 年
１月 11 日（30）

工学寮、工科大学、理科大学
明治 6・7・1 － 32・7・31 E. ダイヴァース ――――― 明治 32 年

７月 27 日（11）

明治 32 年
８月１日（21）

明治 32 年
８月５日（31）

医科大学
明治 14・6・6 － 34・9・10 J. K. スクリバ 明治 34 年

６月 11 日（３）

明治 34 年
６月 12 日（12）

明治 34 年
６月 15 日（22）

明治 34 年
６月 18 日（32）

工学寮、工科大学
明治 6・6・3 － 15・6・1 H. ダイアー 明治 35 年

６月 10 日（４）

明治 35 年
６月 23 日（13）

明治 35 年
６月 23 日（23）

明治 35 年
６月 28 日（33）

司法省法学校、法科大学
明治 6・11・15 － 15・11・14 G. E. B. ボアソナード 明治 35 年

10 月 14 日（５）

明治 35 年
10 月 29 日（14）

明治 35 年
11 月 28 日（24）

明治 35 年
12 月１日（34）

工学寮、工科大学
明治 9・3・8 － 28・7・3 J. ミルン 明治 35 年

11 月 11 日（６）

明治 35 年
12 月２日（15）

明治 35 年
12 月８日（25）

明治 35 年
12 月８日（35）

駒場農学校、農科大学
明治 13・10・21 － 35・7・31 J. D. ヤンソン 明治 35 年

11 月 11 日（７）

明治 35 年
12 月２日（16）

明治 35 年
12 月８日（26）

明治 35 年
12 月８日（36）

工学寮、工科大学
明治 10・1・28 － 24・7・□ J. コンドル 明治 36 年

２月 10 日（８）

明治 36 年
２月 17 日（17）

明治 36 年
２月 13 日（27）

明治 36 年
２月 21 日（37）

典拠『資料御雇外国人』
帝国大学
　『評議会記録』
東京帝国大学
　『評議会記録』

『 御雇外国人教師 
関係書類』

『 傭外国人教師講師 
履歴書』 『官報』

※「在職期間」欄の□は、『資料御雇外国人』（小学館、昭和 50）に記述がみえないことを意味する。
　  「評議会可決」欄および「文部大臣認可」欄の―――印は、それぞれ『評議会記録』『御雇外国人教師関係書類』に関

連記録が見いだせないことを意味する。
    『評議会記録』は東京大学情報公開室の提供による。
注 （１）『自明治廿三年五月至明治廿五年二月評議会記録　乙第四号』59 頁

（２）『自明治廿五年三月至明治廿六年八月評議会記録　乙第五号』43 頁、45 頁
（３）『自明治卅四年一月至明治卅五年十二月評議会記録　乙第十一号第十二号』44 － 45 頁
（４）『自明治卅四年一月至明治卅五年十二月評議会記録　乙第十一号第十二号』96 － 97 頁
（５）『自明治卅四年一月至明治卅五年十二月評議会記録　乙第十一号第十二号』117 頁、119 頁
（６）『自明治卅四年一月至明治卅五年十二月評議会記録　乙第十一号第十二号』125 頁、134 頁
（７）『自明治卅四年一月至明治卅五年十二月評議会記録　乙第十一号第十二号』125 頁、134 頁
（８）『自明治卅六年一月至明治卅六年十二月評議会記録　乙第十三号』２－４頁
（９）「明治二十五年外国教師関係書類」245 丁（『御雇外国人教師関係書類』３）
（10）「明治二十六年外国教師関係書類」  47 丁（『御雇外国人教師関係書類』３）
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二
七

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

ダ
イ
ア
ー
に
名
誉
教
師
と
い
う
称
号
が
授
与
さ
れ
る
に
至
る
経
緯
を
で
き
る
だ

け
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る

（
14
）。

二
．
新
聞
に
お
け
る
「
名
誉
教
師
」
の
報
道

　
　
　
　
　
（
�
）

　

外
国
人
に
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
新
聞
紙
上
で
も

報
道
さ
れ
た
。
日
本
人
教
師
へ
の
名
誉
教
授
の
称
号
授
与

（
15
）

と
同
じ
よ
う
に

関
心
を
集
め
、
ほ
ぼ
そ
の
都
度
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
場
合
、
管
見
の
限
り
、
最
初
の
記
事
は
明
治
二
十
四

年
三
月
十
四
日
の
紙
面
で
あ
っ
て
、「
名
誉
教
師
称
号
授
与
」
と
い
う
見
出
し

で
、
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
へ
の
授
与
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る

（
16
）（

ふ
り
仮

名
は
省
略
。
以
下
同
じ
）。

「
名
誉
教
師
称
号
授
与　

元
文
科
大
学
教
師
英
国
人
バ
シ
ル
、
ホ
ー
ル
、

チ
ャ
ン
バ
ー
レ
ン
氏
ハ
日
本
古
今
の
言
語
及
び
事
蹟
研
究
上
の
功
労
少
か

ら
ず
大
学
の
た
め
大
に
裨
益
す
る
所
あ
る
を
以
て
今
回
帝
国
大
学
よ
り
同

氏
に
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
し
た
り
」

　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
続
い
て
授
与
さ
れ
た
Ｅ
・
ベ
ル
ツ
は
明
治
二
十
五
年
八
月

五
日
の
紙
面
で
、
Ｏ
・
ケ
ル
ネ
ル
に
つ
い
て
は
明
治
二
十
六
年
�
月
十
二
日
の

紙
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
左
記
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る

（
17
）。

「
ベ
ル
ツ
氏
に
名
誉
教
師
の
称
号
を
贈
る　

医
科
大
学
教
師
独
逸
人
ド
ク

ト
ル
、
エ
ル
ウ
ィ
ン
、
ベ
ル
ツ
氏
ハ
去
月
三
十
�
日
雇
期
満
限
の
処
其
在

職
十
有
六
年
の
久
し
き
に
渉
り
其
間
職
務
に
勉
励
し
且
つ
日
本
病
理
論
其

他
日
本
地
方
病
等
に
関
す
る
著
述
少
か
ら
ず
我
邦
医
学
の
進
歩
に
於
け
る

功
労
著
明
な
る
を
以
て
本
月
�
日
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
せ

ら
れ
た
り
」

「
名
誉
教
師
称
号
授
与　

元
農
科
大
学
教
師
独
逸
人
ド
ク
ト
ル
、
オ
ス
カ

ル
、
ケ
ル
子
ル
氏
ハ
昨
年
十
二
月
卅
�
日
雇
期
満
限
の
処
其
在
職
十
余
年

の
久
し
き
能
く
職
務
に
勉
励
し
且
つ
実
地
農
業
試
験
の
成マ

蹟マ

甚
だ
顕
著
に

し
て
其
功
労
鮮
少
な
か
ら
ざ
り
し
よ
り
本
月
�
日
帝
国
大
学
に
於
て
帝
国

大
学
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
せ
り
」

　

ダ
イ
ア
ー
の
場
合
は
、
明
治
三
十
五
年
六
月
二
十
九
日
に
次
の
よ
う
に
報
じ

ら
れ
た

（
18
）。

「
名
誉
称
号
授
与　

東
京
帝
国
大
学
に
て
ハマ

マ

本
月
二
十
六
日
元
工
部
大
学

校
都
検
兼
教
師
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル
氏
に
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の

称
号
を
授
与
せ
り
」

　

前
述
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ベ
ル
ツ
、
ケ
ル
ネ
ル
の
報
道
に
比
べ
る
と
、
授
与

の
事
由
が
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ず
い
ぶ
ん
簡
単
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
以
後

に
授
与
さ
れ
た
諸
氏
に
つ
い
て
も
、
報
道
さ
れ
て
は
い
る
が
簡
単
な
内
容
で
あ



二
八

る
。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
Ｊ
・
ミ
ル
ン
、
Ｊ
・
Ｄ
・

ヤ
ン
ソ
ン
の
報
道
（
明
治
三
十
五
年
十
二
月
二
日
お
よ
び
十
�
日
の
紙
面
）
が

そ
う
で
あ
る

（
19
）。

　
　
　
　
　
（
二
）

　

名
誉
教
師
の
称
号
授
与
は
新
聞
に
お
い
て
報
道
さ
れ
た
が
、そ
の
報
道
は『
官

報
』
に
告
示
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
内
容
は
『
官
報
』
の
告
示
に
依

拠
し
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
、
名
誉
教
師
第
�
号
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
場
合
は
、『
官
報
』
の

明
治
二
十
四
年
三
月
十
二
日
号
に
、
次
の
よ
う
に
告
示
さ
れ
て
い
る

（
20
）。

「
名
誉
教
師
称
号  

元
文
科
大
学
教
師
英
国
人
バ
シ
ル
、
ホ
ー
ル
、
チ
ヤ

ン
バ
ル
レ
ン
ハ
日
本
古
今
ノ
言
語
及
事
蹟
研
究
上
ノ
功
労
少
カ
ラ
ス
大
学

ノ
タ
メ
大
ニ
補
益
ス
ル
所
ア
ル
ヲ
以
テ
今
回
帝
国
大
学
ヨ
リ
同
人
ニ
帝
国

大
学
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
授
与
シ
タ
リ
（
文
部
省
）」

　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
報
じ
ら
れ
た
の
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
右
の
告
示
日

の
二
日
後
の
三
月
十
四
日
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
内
容
は
こ
の
『
官
報
』
告
示
文

と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
の
ベ
ル
ツ
あ
る
い
は
ケ
ル
ネ
ル
の
場
合
も
同
じ
で
あ
っ
て
、『
官
報
』
へ

は
明
治
二
十
五
年
八
月
四
日
お
よ
び
明
治
二
十
六
年
�
月
十
�
日
に
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
よ
う
に
告
示
さ
れ
て
い
る

（
21
）

が
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
は
両
者
と
も

に
そ
の
翌
日（
明
治
二
十
五
年
八
月
五
日
お
よ
び
明
治
二
十
六
年
�
月
十
二
日
）

の
紙
面
に
報
道
さ
れ
、
そ
の
内
容
は
こ
の
『
官
報
』
告
示
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

「
名
誉
教
師
称
号
授
与　

医
科
大
学
教
師
独
逸
人
ド
ク
ト
ル
、
エ
ル
ウ
ィ

ン
、
ベ
ル
ツ
ハ
去
月
三
十
�
日
雇
期
満
限
ノ
処
其
在
職
十
有
六
年
ノ
久

シ
キ
ニ
渉
リ
其
間
職
務
ニ
勉
励
シ
且
ツ
日
本
病
理
論
其
他
日
本
地
方
病
等

ニ
関
ス
ル
著
述
少
カ
ラ
ス
我
邦
医
学
ノ
進
歩
ニ
於
ケ
ル
功
労
著
明
ナ
ル
ヲ

以
テ
本
月
�
日
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
授
与
セ
ラ
レ
タ
リ
（
文
部

省
）」

「
名
誉
教
師
称
号
授
与　

元
農
科
大
学
教
師
独
逸
人
ド
ク
ト
ル
、
オ
ス
カ

ル
、
ケ
ル
ネ
ル
ハ
昨
年
十
二
月
三
十
�
日
雇
期
満
限
ノ
処
其
在
職
十
余
年

ノ
久
シ
キ
能
ク
職
務
ニ
勉
励
シ
且
ツ
実
地
農
業
試
験
ノ
成マ

蹟マ

甚
タ
顕
著
ニ

シ
テ
其
功
労
鮮
少
ナ
ラ
サ
リ
シ
ニ
由
リ
本
月
�
日
帝
国
大
学
ニ
於
テ
帝
国

大
学
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
授
与
セ
リ
（
文
部
省
）」

　

ダ
イ
ア
ー
の
場
合
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
、後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

三
．
Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー
へ
の
「
名
誉
教
師
」
称
号
授
与

　
　
　
　
　
（
�
）

　

ダ
イ
ア
ー
は
明
治
三
十
五
年
に
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。本
件
は
、



二
九

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

お
そ
ら
く
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
教
授
会
が
推
薦
を
決
定
し
、
評
議
会
に
上

申
し
た
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
22
）。

　

評
議
会
は
同
案
件
を
審
議
し
明
治
三
十
五
年
六
月
十
日
に
可
決
し
た
。
同
日

の
『
評
議
会
記
録
』
に
は
、

　
　
「
元
工
科
大
学
教
頭
ダ
イ
ヤマ

ルマ

氏
ヲ
本
学
ノ
名
誉
教
師
ニ
推マ

選マ

ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　

右
ハ
可
決 

」

と
記
さ
れ
て
い
る

（
23
）。

前
出
の
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
場
合
の
よ
う
な

授
与
す
る
事
由
が
付
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
実
に
簡
単
な
記
録
で
あ
る
。

　

山
川
健
次
郎
総
長
は
、
評
議
会
に
お
け
る
ダ
イ
ア
ー
へ
の
名
誉
教
師
推
挙
を

受
け
る
と
、
翌
々
日
の
十
二
日
、
菊
池
大
麓
文
部
大
臣
に
伺
書
を
提
出
し
た
。

左
記
が
そ
の
文
案
で
あ
る
。

　
　
「
東
京
帝
国
大
学　

乾
第
三
四
九
号
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
国
人
勲
三
等
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル

右
ハ
明
治
六
年
六
月
三
日
元
工
部
大
学
校
ニ
於
テ
都
検
兼
土
木
工
学
及
機

械
工
学
教
師
ト
シ
テ
結
約
仝
十
五
年
六
月
�
日
解
約
相
成
候
者
ニ
シ
テ
同

校
創
業
ニ
際
シ
学
科
課
程
ハ
勿
論
其
他
諸
規
則
ノ
撰
定
又
ハ
校
舎
ノ
構
造

教
場
ノ
配
置
等
ヲ
計
画
シ
以
テ
本
邦
ニ
於
ケ
ル
工
学
教
育
上
ノ
基
礎
ヲ
定

メ
注
意
周
到
勤
勉
克
ク
其
職
ニ
尽
瘁
シ
同
人
ノ
薫
陶
ヲ
受
ケ
テ
工
学
緒
科

ノ
業
ヲ
卒
ヘ
タ
ル
者
ハ
実
ニ
百
三
十
六
人
ノ
多
キ
ニ
達
シ
且
ツ
本
邦
ニ
於

ケ
ル
工
学
技
芸
今
日
ノ
進
歩
発
達
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
シ
メ
タ
ル
同
人
ノ
遺
績

等
本
邦
ノ
高
等
教
育
上
其
功
労
顕
著
ノ
者
ニ
有
之
候
就
テ
ハ
名
誉
教
師
ノ

称
号
ニ
関
ス
ル
明
治
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
付
訓
令
ニ
基
キ
同
人
ニ

本
学
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
付
与
致
度
評
議
会
ノ
議
決
ニ
依
リ
此
段
相
伺
候

也

　
　
　
　
　

年　

月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総　

長

　
　
　
　
　
　
　

文
部
大
臣
宛 

」

　

伺
書
に
は
、
工
部
大
学
校
の
都
検
お
よ
び
土
木
・
機
械
工
学
教
師
と
し
て
の

功
労
と
し
て
、
二
点
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
①
同
校
創
業
の
さ
い
に
、
学
科
課
程

そ
の
他
諸
規
則
の
選
定
、
校
舎
の
構
造
・
教
場
の
配
置
等
の
計
画
を
と
お
し
て

日
本
に
お
け
る
工
学
教
育
の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
、
②
工
学
諸
科
の
卒
業
生

二
三
六
名
を
送
り
出
し
て
日
本
工
業
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
の
、
二
点
で

あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
と
く
に
「
同
校
創
業
ニ
際
シ
学
科
課
程
ハ
勿
論
其
他
諸
規
則
ノ

撰
定
」
と
い
う
功
労
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ダ
イ
ア
ー
は
、
自

著
『
大
日
本
』（
�
九
〇
四
）
に
お
い
て
、
日
本
へ
赴
任
す
る
さ
い
「
東
京
に

設
立
さ
れ
る
技
術
カ
レ
ッ
ジ
の
講
義
内
容
や
授
業
時
間
割
り
な
ど
を
ま
と
め
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
『
講
義
題
目
�
覧
表
』（
学
課
並
び
に
諸
規
則
）
の
草
案
」
を



三
〇

　
　

資
料
①　

山
川
健
次
郎
総
長
か
ら
菊
池
大
麓
文
部
大
臣
あ
て
の

名
誉
教
師
称
号
授
与
伺
書
文
案　
　

作
成
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
「
何
の
修
正
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
日
本
政
府
に

採
用
さ
れ
、『
工
学
寮
入
学
式
並
学
課
略
則
』と
し
て
工
部
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
」

こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る

（
24
）

が
、
右
の
伺
書
は
ダ
イ
ア
ー
の
記
述
を
裏
付
け

る
雇
い
主
側
の
史
料
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

東
京
帝
国
大
学
か
ら
文
部
大
臣
へ
の
伺
い
は
、
同
月
二
十
三
日
付
で
認
可
さ

れ
た
。
帝
国
大
学
お
よ
び
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
六
人
目
の
名
誉
教
師
で
あ

る
。
菊
池
文
部
大
臣
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
送
達
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「 

東 

京 

帝 

国 

大 

学

本
月
十
二
日
付
乾
第
三
四
九
号
伺
英
国
人
勲
三
等
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル

ニ
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ノ
称
号
ヲ
附
与
ス
ル
件
認
可
ス

　
　
　
　

明
治
三
十
五
年
六
月
二
十
三
日

 

文
部
大
臣
理
学
博
士
男
爵
菊
池
大
麓　

印 

」

　
　
　
　
　
（
二
）

　

文
部
大
臣
よ
り
名
誉
教
師
の
称
号
授
与
を
裁
可
す
る
文
書
が
届
く
と
、
東
京

帝
国
大
学
は
そ
の
旨
を
ダ
イ
ア
ー
に
通
知
し
た
。
通
知
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず

左
記
の
よ
う
な
日
本
語
に
よ
る
文
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

按

貴
下
現
今
曩
ニ
本
学
ニ
併
セ
タ
ル
元
工
部
大
学
校
ニ
在
リ
テ
都
検
兼
教
師

タ
ル
職
ニ
在
ル
コ
ト
九
年
其
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
学
（
カ
）
問
ニ
関
ス
ル
功



三
�

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

績
大
ナ
ル
ヲ
認
ム
仍
テ
貴
下
ニ
授
与
ス
ル
ニ
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ノ

名
称
ヲ
以
テ
ス

　
　
　
　
　

明
治
三
十
五
年
六
月
廿
六
日

 

総　

長

　
　

元
工
部
大
学
校
都
検
兼
教
師

　
　
　
　
　

勲
三
等
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
エ
ル
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
下 

」

　

続
い
て
同
文
案
を
も
と
に
、
英
文
で
左
記
の
よ
う
な
通
知
文
が
作
成
さ
れ

送
付
さ
れ
た
。
こ
の
英
文
の
通
知
文
が
作
成
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

同
大
学
工
科
大
学
教
師
Ｃ
・
Ｄ
・
ウ
エ
ス
ト
（Charles D

ickinson W
est

、

�
八
四
七―

�
九
〇
八
）
に
諮
っ
た
模
様
で
あ
る
。
日
本
語
文
案
を
記
し
た
縦

罫
用
紙
の
右
欄
外
に
、「
英
文
ハ
ウ
ェ
ス
ト
氏
ニ
計
る
べ
し
」
と
い
う
墨
書
が

み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｃ
・
Ｄ
・
ウ
エ
ス
ト
と
は
ダ
イ
ア
ー
の
後
任
の
土
木
・
機
械
工
学
教
授
で
あ

り
、
当
時
同
大
学
工
科
大
学
教
師
に
在
任
中
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
ア
ー
在
職
中
は

ダ
イ
ア
ー
の
親
し
い
友
人
で
も
あ
っ
た

（
25
）。

「 
June 26th, 1902.

T
o M

r. H
enry D

yer,  form
erly Principal and Professor in the 

Im
perial College of Engineering.

　
　

In recognition of your valuable services to the cause of 

science and education in Japan during nine years as Principal 

and Professor at the Im
perial College of Engineering, at 

present am
algam

ated into the Im
perial U

niversity; the title of 

Em
eritus Professor of the Im

perial U
niversity of T

okyo has 

been conferred upon you by the U
niversity.

                     K
enjiro Y

am
a g

マa

マw
a,

　
　

President of the Im
perial U

niversity of T
okyo. 

」

　

�
方
、
文
部
大
臣
に
は
ダ
イ
ア
ー
に
名
誉
教
師
称
号
授
与
を
通
知
し
た
こ
と

が
届
け
出
ら
れ
た
。
書
記
官
は
同
月
二
十
六
日
付
で
、
左
記
の
よ
う
な
通
知
文

を
作
成
し
て
い
る
。

「
本
月
廿
六
日
元
工
部
大
学
校
都
検
兼
教
師
へ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル
へ
東

京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ノ
名
称
ヲ
授
与
候
間
此
段
及
御
届
候
也

　
　
　
　
　

年　

月　

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総　

長

　
　

文
部
大
臣
宛 

」

　

ダ
イ
ア
ー
へ
の
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
授
与
が
文
部
大
臣
よ
り
認

可
さ
れ
る
と
、
同
月
二
十
八
日
の
『
官
報
』
に
お
い
て
こ
れ
を
告
示
し
周
知
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る

（
26
）。

前
出
の
日
本
語
文
案
を
認

め
た
縦
罫
用
紙
の
上
欄
に
は
、「
官
報
掲
載
済
」
と
の
押
印
が
あ
る
。



三
二

「
〇
名
誉
教
師
称
号
授
与　

東
京
帝
国
大
学
ニ
於
テ
本
月
二
十
六
日
元
工

部
大
学
校
都
検
兼
教
頭
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル
ニ
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教

師
ノ
称
号
ヲ
授
与
セ
リ
（
文
部
省
）」

　

な
お
、『
官
報
』
の
こ
の
告
示
は
、
前
出
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ベ
ル
ツ
、
ケ

ル
ネ
ル
に
つ
い
て
の
告
示
に
比
べ
る
と
、
功
労
理
由
は
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
簡

単
な
内
容
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
既
述
の
よ
う
に
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ベ
ル
ツ
、

ケ
ル
ネ
ル
の
場
合
は
功
労
理
由
が
明
示
さ
れ
て
い
た
が
、
四
人
目
の
Ｅ
・
ダ
イ

ヴ
ァ
ー
ス
（Edw

ard D
ivers

、
明
治
三
十
二
年
授
与
）
か
ら
は
功
労
理
由
は

示
さ
れ
ず
簡
単
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
三
）

　

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
授
与
と
い
う
通
知
（
�
九
〇
二
年
六
月

二
十
六
日
付
）
に
対
し
て
、
ダ
イ
ア
ー
は
同
年
八
月
四
日
付
の
別
掲
の
よ
う
な

返
書
を
寄
せ
て
い
る
（
資
料
②
参
照
）。
こ
の
こ
ろ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
中
央
郵
便

局
と
日
本
と
の
間
の
国
際
郵
便
（
書
状
）
日
数
は
三
十
二
日
か
ら
三
十
九
日
を

要
し
た

（
27
）

の
だ
か
ら
、
ダ
イ
ア
ー
は
通
知
を
受
け
取
っ
て
す
ぐ
返
書
を
送
付

し
た
こ
と
に
な
る
。

　

ダ
イ
ア
ー
の
返
書
は
、
当
時
終
身
理
事
を
つ
と
め
て
い
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
・

西
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
技
術
大
学
（Glasgow

 and the W
est of Scotland 

T
echnical College

）
の
封
書
と
、
大
き
な
字
体
で
も
っ
て
綴
ら
れ
た
用
箋

二
枚
と
か
ら
な
る
。
宛
名
に
は
、「Japan, Professor K

enjiro Y
am

agaw
a 

Ph.D
. President, Im

perial U
niversity of T

okyo, T
okyo, Japan.

」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

ダ
イ
ア
ー
の
こ
の
返
書
は
ご
く
形
式
的
な
も
の
で
、
東
京
帝
国
大
学
に
対
す

る
深
い
感
謝
の
念
と
か
敬
愛
の
情
な
ど
が
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
感
じ
ら
れ

な
い

（
28
）。

た
だ
し
、
お
雇
い
教
師
と
し
て
の
活
動
実
績
に
対
す
る
ダ
イ
ア
ー

の
感
慨
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
評
議
会
が
名
誉
教
師
の
称

号
を
授
与
く
だ
さ
る
こ
と
は
、
貴
国
日
本
で
の
私
の
活
動
が
貴
国
に
と
り
有
益

で
あ
っ
た
こ
と
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
こ
と
の
証
し
と
な
り
ま
す
。」
と
あ
り
、

工
部
大
学
校
の
成
功
に
対
す
る
自
負
が
う
か
が
え
る
。

  

な
お
、
ダ
イ
ア
ー
が
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
明
治

三
十
五
（
�
九
〇
二
）
年
に
は
、
お
雇
い
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
で
あ
っ
た
Ｇ
・

Ｅ
・
Ｂ
・
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
（Gustave Em

ile Boissonade de Fontarabie

、

�
八
二
五―

�
九
�
〇
）
に
も
、
同
称
号
が
十
月
二
九
日
付
で
授
与
さ
れ
て
い

る
。
か
れ
は
元
司
法
省
法
学
校
教
師
、
元
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
講
師
で

あ
っ
て
、
関
係
文
書
に
は
「
明
治
六
年
本
邦
ノ
聘
ニ
応
シ
テ
ヨ
リ
職
ニ
在
ル
コ

ト
二
十
有
余
年
其
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
学
問
ニ
関
ス
ル
功
績
大
ナ
ル
ヲ
認
ム
」

と
あ
る

（
29
）。



三
三

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

　
　

資
料
②　

Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー
か
ら
山
川
健
次
郎
総
長
あ
て
の
返
書

「 
 A

ugust 4, 1902

　

Professor K
enjiro Y

am
agaw

a Ph.D
.

 
President

 
Im

perial U
niversity of T

okyo

D
ear Sir,

　
　

I have to acknow
ledge your letter of June 26th inform

ing 

m
e that the title of E

m
eritus Professor of the Im

perial 

U
niversity of T

okyo has been conferred upon m
e by the 

U
niversity.

　
　

W
ould you please thank the Senate of the U

niversity for 

the honor they have done m
e, and assure them

 that it w
ill 

alw
ays give m

e great pleasure to render w
hatever service 

m
ay be in m

y pow
er, to the U

niversity, its Professors and 

Students.

　
　

T
he highest rew

ard a m
an can obtain is the satisfaction 

of know
ing that his w

ork has been successful and has 

been appreciated by those w
ho are able to judge of it, the 

action of the Senate proves that m
y w

ork in Japan has been 

recognized as having been beneficial to the country.

 
I am

 
V
ery truly yours

 
H
enry  D

yer 

」 

マ
  マ

マ
  マ



三
四

　
　
　
　
　
（
四
）

　

東
京
帝
国
大
学
評
議
会
に
お
い
て
ダ
イ
ア
ー
へ
の
同
大
学
名
誉
教
師
の
称
号

授
与
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、明
治
三
十
五
年
六
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 『
東

京
帝
国
大
学
�
覧
』
に
は
、
明
治
三
十
六
年
版
か
ら
そ
の
旨
掲
出
さ
れ
て
い

る
（
30
）。

工
部
大
学
校
（
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
前
身
）
の
お
雇
い
教
師

職
を
解
か
れ
た
の
は
明
治
十
五
年
六
月
�
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
お
よ
そ
二
十
年

も
後
の
こ
と
に
な
る
。
名
誉
教
師
称
号
授
与
制
度
が
で
き
て
か
ら
十
年
ほ
ど
も

経
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
別
表
「
帝
国
大
学
名
誉
教
師
お
よ
び
東
京
帝
国
大
学

名
誉
教
師
�
覧
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
に
は
み
ら
れ
な
い
珍
し
い
事
例
で

あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
名
誉
教
師
第
�
号
の
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
明
治

二
十
三
年
九
月
二
十
三
日
に
解
雇
さ
れ
た
が
翌
二
十
四
年
二
月
十
七
日
の
評
議

会
で
名
誉
教
師
授
与
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｏ
・
ケ
ル
ネ
ル
は
明
治
二
十
六
年

十
�
月
三
日
の
解
任
で
あ
る
が
同
年
十
月
二
十
五
日
の
評
議
会
で
、
ま
た
Ｊ
・

Ｋ
・
ス
ク
リ
バ
の
場
合
も
、
明
治
三
十
四
年
九
月
十
日
ま
で
が
雇
継
契
約
期
間

で
あ
っ
た
が
同
年
六
月
十
�
日
の
評
議
会
で
、
名
誉
教
師
授
与
が
そ
れ
ぞ
れ
決

定
を
み
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ダ
イ
ア
ー
へ
の
名
誉
教
師
称
号
授
与
が
、
同
称
号
授
与
制
度
が
で
き
て
か
ら

十
年
ほ
ど
も
経
っ
た
明
治
三
十
五
（
�
九
〇
二
）
年
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

専
門
分
野
の
研
究
業
績
が
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
、
な
ら

び
に
日
英
関
係
の
進
展
と
い
う
背
景
の
な
か
、
ダ
イ
ア
ー
の
功
労
の
再
評
価
が

お
こ
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ダ
イ
ア
ー
は
お
雇
い
教
師
と
し
て
の
職
務
に
精
励
し
、
工
部
大
学
校
の
成
功

と
日
本
工
業
化
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
は
自
他
共
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

の
だ
が
、
専
門
分
野
の
学
術
研
究
と
い
う
面
で
は
顕
著
な
実
績
は
残
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
工
部
大
学
校
を
契
約
解
除
に
な
っ
た
�
八
八
三
（
明
治

十
六
）
年
に
応
募
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
造
船
学
教
授
人
事
で
は
学
術
論
文
の

不
足
も
あ
っ
て
選
に
漏
れ
る
と
、
こ
れ
を
機
に
か
れ
は
専
門
研
究
の
実
績
づ
く

り
に
専
念
し
た

（
31
）。

三
年
後
の
�
八
八
六
年
、
再
度
、
同
大
学
人
事
に
応
募

し
た
さ
い
の
書
類
に
は
、
少
な
く
と
も
六
本
の
学
術
論
文
を
含
め
る
こ
と
が

で
き
た

（
32
）

け
れ
ど
も
、
工
部
大
学
校
の
同
僚
で
あ
っ
た
Ｅ
・
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ

あ
る
い
は
Ｗ
・
Ｅ
・
エ
ア
ト
ン
（W

illiam
 Edw

ard A
yrton

、
�
八
四
七―

�
九
〇
八
）
の
よ
う
に
、
自
然
科
学
研
究
者
の
専
門
人
名
事
典
に
登
載
さ
れ
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る

（
33
）。

　

そ
の
�
方
、
�
九
〇
二
年
に
締
結
さ
れ
た
日
英
同
盟
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な

良
好
な
日
英
関
係
が
進
展
す
る
な
か
、
ダ
イ
ア
ー
の
功
労
が
認
定
し
直
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
名
誉
教
師
の
授
与
が
認
め
ら
れ

た
と
同
じ
�
九
〇
二
年
の
三
月
に
、
ダ
イ
ア
ー
は
日
本
政
府
の
帝
国
財
務
及
工



三
五

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

業
通
信
員
に
委
嘱
さ
れ
、日
本
の
財
政
経
済
に
関
す
る
事
項
を
英
国
に
紹
介
し
、 

あ
わ
せ
て
英
国
の
情
況
を
日
本
に
報
道
す
る
と
い
う
任
務
が
託
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
ダ
イ
ア
ー
の
お
雇
い
教
師
時
代
以
来
帰
国
後
も
続
く
、
日
英
交
流
の 

推
進
者
と
し
て
の
実
績
を
も
と
に
同
通
信
員
に
任
命
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
（
34
）。

ダ
イ
ア
ー
に
対
す
る
名
誉
教
師
称
号
授
与
が
�
九
〇
二
年
に
審
議
さ

れ
評
決
さ
れ
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
と
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

四
．
む
す
び

　

Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー
は
工
部
省
お
雇
い
教
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
、
明
治
六

（
�
八
七
三
）
年
か
ら
十
五
（
�
八
八
二
）
年
ま
で
の
約
十
年
間
、
工
部
大
学

校
都
検
お
よ
び
土
木
・
機
械
工
学
教
師
と
し
て
勤
務
し
た
。
お
雇
い
教
師
の
任

務
を
終
え
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
日
英
交
流
の
推
進
者
と
し

て
活
躍
し
た
。
そ
れ
ら
の
功
労
に
対
し
て
、
数
々
の
謝
意
が
示
さ
れ
称
号
が
授

与
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
35
）。

　

た
と
え
ば
、
第
�
に
、
離
日
の
さ
い
、
同
僚
教
師
な
ら
び
に
在
校
生
と
卒
業

生
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
英
国
系
の

週
刊
紙
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』
が
注
目
し
、
明
治
十
五

（
�
八
八
二
）
年
七
月
�
日
の
紙
面
で
こ
れ
を
詳
し
く
報
道
し
た
。

　

第
二
に
、
ダ
イ
ア
ー
の
主
導
で
創
設
さ
れ
た
日
本
工
学
会
と
い
う
専
門
職
団

体
は
、
工
部
大
学
校
に
お
い
て
指
導
を
受
け
た
多
数
の
卒
業
生
が
日
本
産
業
界

で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
学
恩
に
感
謝
し
、
自
分
た
ち
の
肖
像
写
真

を
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
、グ
ラ
ス
ゴ
ウ
に
帰
っ
て
い
た
ダ
イ
ア
ー
に
贈
呈
し
た
。

こ
れ
は
『
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
上
の
記
事
と
な
っ
て
、
報
道
さ
れ
た
。

明
治
四
十
二
（
�
九
〇
九
）
年
二
月
二
十
四
日
の
紙
面
で
あ
る
。

　

第
三
は
、
ダ
イ
ア
ー
が
「
帰
国
後
モ
切
リ
ニ
在
蘇
国
日
本
留
学
生
ノ
為
ニ

種
々
周
旋
」
し
た
こ
と
、
と
り
わ
け
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
資
格
試
験
に
お
け
る
外

国
語
選
択
科
目
に
日
本
語
が
認
定
さ
れ
る
さ
い
に
尽
力
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

日
本
政
府
は
松
田
正
久
文
部
大
臣
の
名
で
も
っ
て
感
謝
状
を
送
付
し
た
。
外
務

省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
『
文
部
省
留
学
生
関
係
雑
件
』
に
は
、
こ
れ
に
関
す
る

史
料
が
含
ま
れ
る
。
明
治
三
十
四
（
�
九
〇
�
）
年
三
月
二
十
九
日
付
の
『
官

報
』
に
も
告
示
さ
れ
た
。

　

第
四
に
、
同
じ
明
治
三
十
四
年
に
は
、
工
科
大
学
造
船
学
教
師
と
し
て
Ｐ
・

Ａ
・
ヒ
ル
ハ
ウ
ス
（Percy A

rchibald H
illhouse, 

�
八
六
九―

�
九
四
二
）

を
任
用
す
る
さ
い
、ダ
イ
ア
ー
の
推
薦
を
受
け
て
実
現
を
み
た
。
同
人
事
は「
適

当
ナ
ル
人
物
ヲ
得
ル
コ
ト
ノ
頗
ル
困
難
ナ
ル
事
情
」
に
あ
っ
た
の
で
、
加
藤
高

明
在
英
国
特
命
公
使
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
在
住
の
ダ
イ
ア
ー
に
「
依
頼
」
し
た
こ
と

に
対
し
、
ダ
イ
ア
ー
が
ヒ
ル
ハ
ウ
ス
の
名
を
あ
げ
て
推
薦
し
た
も
の
で
あ
る
。
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東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
の
『
御
雇
外
国
人
教
師
関
係
書
類
』
に
は
、
ダ
イ

ア
ー
の
尽
力
に
か
か
わ
る
「
工
科
大
学
造
船
学
教
師
雇
入
ニ
関
シ
ダ
イ
エ
ル
氏

ヘ
ノ
謝
状
」
そ
の
他
の
史
料
が
含
み
こ
ま
れ
て
い
る

（
36
）。

　

第
五
が
、
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
の
称
号
授
与
で
あ
る
。
明
治
三
十
五

（
�
九
〇
二
）
年
六
月
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。
名
誉
教
師
の
称
号
授
与
の
制
度

が
始
ま
っ
て
十
年
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
お
雇
い
教
師
時
代
の
、
工

部
大
学
校
都
検
お
よ
び
土
木
・
機
械
工
学
教
師
と
し
て
の
功
労
に
対
し
て
授
与

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
謝
意
な
ら
び
に
称
号
授
与
に
か
か
わ
る
史
料
は
、
お
雇
い
教

師
Ｈ
・
ダ
イ
ア
ー
の
人
物
像
、
日
本
教
育
（
と
り
わ
け
工
部
大
学
校
）
に
お
け

る
指
導
性
、
な
ら
び
に
日
英
交
流
の
促
進
に
対
す
る
貢
献
ぶ
り
を
裏
づ
け
る
資

料
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
東
京
帝
国
大
学
が
授
与

し
た
名
誉
教
師
の
称
号
に
注
目
し
、関
係
史
料
を
示
し
て
具
体
的
に
紹
介
し
た
。

　

ダ
イ
ア
ー
は
、
こ
の
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
と
い
う
称
号
を
と
り
わ
け
誇

り
と
し
た
よ
う
で
、
こ
の
の
ち
、『
大
日
本
』（
�
九
〇
四
）
あ
る
い
は
『
世
界

政
治
の
な
か
の
日
本
』（
�
九
〇
九
）
な
ど
自
著
を
刊
行
す
る
と
き
、
著
者
肩

書
に
「
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
」
の
称
号
を
付
記
し
た
。
そ
れ
も
肩
書
の
筆

頭
の
称
号
と
し
て
記
し
て
い
る

（
37
）。

　

ダ
イ
ア
ー
は
お
雇
い
教
師
の
解
約
時
に
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
が
贈
与
さ
れ
た

の
に
加
え
、
明
治
四
十
（
�
九
〇
七
）
年
に
な
っ
て
勲
二
等
に
叙
せ
ら
れ
瑞
宝

章
が
授
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
38
）

の
も
、
こ
こ
に
示
し
た
東
京
帝
国
大
学
名

誉
教
師
に
値
す
る
実
績
が
認
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

（
39
）。

〈
注
〉

（
１
）
新
村
出
編
『
広
辞
苑
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
、
二
七
五
七
頁
。

（
２
） 『
官
報
』
第
三
〇
三
六
号
（
明
治
二
六
年
八
月
十
�
日
、
内
閣
官
報
室
）

�
�
三
頁
。

（
３
） 

東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史　

通
史
�
』
東

京
大
学
、
昭
和
五
九
、
八
七
四
頁
。

（
４
） The O

xford English D
ictionary, V

ol. V
, Clarendon Press, 

O
xford, 1989, 2nd ed., p.177.

（
５
） 

前
出
の
注
（
３
）
に
同
じ
。
た
だ
し
、「
年
表
」
に
は
、「
名
誉
教
授
制

の
創
設
」
と
い
う
記
述
は
あ
る
が
、
名
誉
教
師
制
度
に
つ
い
て
の
記
述

は
み
ら
れ
な
い
（
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年

史　

資
料
三
』
東
京
大
学
、
昭
和
六
�
、
八
四
九―

八
五
〇
頁
）。

（
６
） 
帝
国
大
学
『
自
明
治
廿
三
年
五
月
至
明
治
廿
五
年
二
月　

評
議
会
記

録 
乙
第
四
号
』
二
八―

二
九
頁
（
東
京
大
学
情
報
公
開
室
の
提
供
に

よ
る
。
以
下
同
じ
）。
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東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

（
７
）
同
右
、
五
九
頁
。

（
８
）
同
右
、
六
四
頁
。

（
９
）
同
右
、
六
五
頁
。

（
10
） 

東
京
大
学
史
史
料
室
な
ら
び
に
東
京
大
学
情
報
公
開
室
の
調
査
報
告
に

よ
る
。
東
京
大
学
文
学
部
に
も
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
「
そ
の
当
時

の
教
授
会
資
料
・
議
事
録
等
」
は
見
い
出
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
二
〇
〇
九
年
九
月
七
日
、
東
京
大
学
情
報
公
開
室
か
ら
の
回
答
）。

（
11
） 

東
京
大
学
情
報
公
開
室
の
調
査
報
告
に
よ
る
。
た
だ
し
、
文
部
大
臣
か

ら
は
明
治
二
十
五
年
六
月
二
十
三
日
付
で
「
帝
国
大
学
名
誉
教
師
」
の

称
号
付
与
が
認
可
さ
れ
て
い
る
（『
御
雇
外
国
人
教
師
関
係
書
類
』
Ｍ
Ｆ

リ
ー
ル
第
五
巻
、
二
四
五
丁
）。
ま
た
、
明
治
二
十
五
年
版
の
『
帝
国
大

学
�
覧　

従
明
治
廿
五
年
主
明
治
廿
六
年
』（
帝
国
大
学
、
明
治
二
十
五

年
、
九
六
頁
）
に
は
、
左
記
の
よ
う
に
登
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

  「
帝
国
大
学
名
誉
教
師　

元
医
科
大
学
教
師　

エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ベ
ル
ツ

独
国
」

（
12
） 

帝
国
大
学
『
自
明
治
廿
五
年
三
月
至
明
治
廿
六
年
八
月　

評
議
会
記

録 

乙
第
五
号
』
四
三
頁
、
四
五
頁
を
参
照
。

（
13
） 『
帝
国
大
学
�
覧　

従
明
治
廿
五
年
主
明
治
廿
六
年
』
前
出
、
九
六
頁
、

�
六
九
頁
。『
帝
国
大
学
�
覧　

従
明
治
廿
六
年
主
明
治
廿
七
年
』
帝
国

大
学
、
明
治
二
十
六
年
、
九
八
頁
、
�
七
三
頁
、
二
二
八
頁
。

（
14
） 『
御
雇
外
国
人
教
師
関
係
書
類
』
Ｍ
Ｆ
リ
ー
ル
第
五
巻
。

（
15
） 

た
と
え
ば
、「
外
山
博
士
の
名
誉
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
三
年

三
月
八
日
、
�
頁
。「
伊
藤
圭
介
翁
の
光
栄
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治

三
十
四
年
�
月
二
十
四
日
、
�
頁
。「
加
藤
博
士
の
名
誉
」『
東
京
朝
日

新
聞
』
明
治
三
十
四
年
三
月
十
九
日
、
�
頁
。「
新
名
誉
教
授
」『
東
京

朝
日
新
聞
』明
治
三
十
六
年
三
月
八
日
、
�
頁
。（『
朝
日
新
聞〈
復
刻
版
〉

明
治
編
�
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
�
九
九
五
、
五
十
七
頁
。『
朝
日
新

聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編
�
』
同
右
、
�
九
九
六
、
�
七
九
頁
。『
朝
日
新

聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編
�
』
同
右
、
�
四
五
頁
。『
朝
日
新
聞
〈
復
刻
版
〉

明
治
編 

120 

』
同
右
、
�
九
九
七
、
五
七
頁
）、
そ
の
他
。

（
16
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』明
治
二
十
四
年
三
月
十
四
日
、
二
頁（『
朝
日
新
聞〈
復

刻
版
〉
明
治
編
⑪
』
同
右
、
�
九
九
二
、
二
四
二
頁
）。

（
17
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
二
十
五
年
八
月
五
日
、
二
頁
。
同
右
、
明
治

二
十
六
年
�
月
十
二
日
、
二
頁
（『
朝
日
新
聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編
⑲
』

同
右
、
�
九
九
三
、
�
八
八
頁
。『
朝
日
新
聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編
�
』

同
右
、
五
二
頁
）。

（
18
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
六
月
二
十
九
日
、
二
頁
（『
朝
日
新

聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編 

111 

』
同
右
、
�
九
九
七
、
二
二
六
頁
）。

○○

○○
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（
19
） 『
東
京
朝
日
新
聞
』
同
右
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月
二
日
、
�
頁
。
明
治

三
十
五
年
十
二
月
十
�
日
、
三
頁
（『
朝
日
新
聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編 

 

117 
』
同
右
、
九
頁
、
八
三
頁
）。
た
だ
し
、
Ｅ
・
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
ス
お
よ

び
Ｊ
・
Ｋ
・
ス
ク
リ
バ
に
つ
い
て
の
報
道
は
み
ら
れ
な
い
。

（
20
） 『
官
報
』
第
二
三
〇
七
号
（
明
治
二
十
四
年
三
月
十
二
日
）
�
�
七
頁
。

名
誉
教
師
称
号
授
与
制
度
は
明
治
二
十
五
年
に
制
定
さ
れ
た
（『
東
京
大

学
百
年
史 

通
史
�
』
前
出
）
と
す
れ
ば
、
こ
の
『
官
報
』
告
示
は
そ

れ
よ
り
も
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
名
誉
教
師
の
称
号
は
実
際
に
は
同

制
度
が
制
定
さ
れ
る
前
に
す
で
に
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
21
） 『
官
報
』第
二
七
三
�
号（
明
治
二
十
五
年
八
月
四
日
）三
九
頁
。『
官
報
』

第
二
八
五
八
号
（
明
治
二
十
六
年
�
月
十
�
日
）
七
七
頁
。

（
22
） 

推
薦
機
関
な
ら
び
に
推
薦
日
に
関
す
る
資
料
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
不
明

で
あ
る
。
東
京
大
学
情
報
公
開
室
に
よ
れ
ば
、
同
大
学
の
「
教
授
会
の

記
録
等
に
関
す
る
も
の
の
保
存
年
限
は
30
年
」
と
な
っ
て
お
り
、
名
誉

教
師
の
推
薦
等
を
所
掌
す
る
本
部
人
事
課
、
あ
る
い
は
工
学
部
事
務
室

に
は
「
当
時
の
資
料
は
保
管
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
（
東
京

大
学
情
報
公
開
室
の
提
供
に
よ
る
）。

（
23
） 

東
京
帝
国
大
学
『
自
明
治
卅
四
年
�
月
至
明
治
卅
五
年
十
二
月　

評
議

会
記
録　

乙
第
十
�
号
第
十
二
号
』
九
六―

九
七
頁
。
審
議
の
内
容
に

○○

つ
い
て
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。

（
24
） D

yer, H
., D

ai N
ippon: the Britain of the East: a Study in 

N
ational Evolution , Blackie &

 Son, London, 1904, p.2. 

平
野
勇

夫
訳
『
大
日
本
、
技
術
立
国
日
本
の
恩
人
が
描
い
た
明
治
日
本
の
実
像
』

実
業
之
日
本
社
、
�
九
九
九
、
三
三
頁
。

（
25
） 

滝
沢
正
順
『
御
雇
外
国
人
教
師
ウ
ェ
ス
ト
資
料
集
』
滝
沢
正
順
、

�
九
九
八
、
二
�
頁
、
八
四
頁
。
武
内
博
編
著
『
来
日
西
洋
人
名
事
典

増
補
改
訂
普
及
版
』日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、�
九
九
五
、
四
�―

四
二
頁
。

（
26
） 「
名
誉
教
師
称
号
授
与
」『
官
報
』
第
五
六
九
四
号
、
明
治
三
五
年
六
月

二
十
八
日
、
五
二
九
頁
（『
官
報
（
明
治
編
）
10
巻
～（
８
）』
�
九
八
七

年
復
刻
版
、
龍
溪
書
舎
、
五
二
九
頁
所
収
）。

（
27
） The Post O

ffi
ce Guide 1902, W

illiam
 Clow

es, London, 1902, 

p.54.

（
28
） 

書
簡
の
解
読
等
に
つ
い
て
、松
村
好
浩
先
生（
姫
路
獨
協
大
学
名
誉
教
授
）

の
ご
教
示
を
え
た
。

（
29
） 「
元
法
科
大
学
講
師
フ
ォ
ン
タ
ラ
ビ
ー
ヘ
同
上
」。
同
文
書
は
『
御
雇
外

国
人
教
師
関
係
書
類
』
所
収
の
「
明
治
三
十
五
年
外
国
教
師
関
係
」（
前

出
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
30
） 『
東
京
帝
国
大
学
�
覧　

従
明
治
三
十
六
年
主
明
治
三
十
七
年
』（
東
京



三
九

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

帝
国
大
学
、
明
治
三
六
、
�
八
�
頁
）に
は
、左
記
の
よ
う
に
出
て
い
る
。

　
　
　
　

 「
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
師　

元
工
部
大
学
校
都
検
兼
教
師　

ヘ
ン

リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル　

英
国
」

（
31
） 

三
好
信
浩
『
ダ
イ
ア
ー
の
日
本
』
福
村
出
版
、
�
九
八
九
、
�
七
〇―

�
七
八
頁
。

（
32
） D

yer, H
.,  ‘T

he First Century of the M
arine Engines ’, T

he 

T
ransactions of the Institution of Engineers and Ship-

builders in Scotland , V
ol.30

（1889

）pp.89-112,

ほ
か
。
拙
稿「
お

雇
い
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
著
作
」、
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
教

育
史
研
究
室『
教
育
史
研
究
室
年
報
』第
�
二
号
、
二
〇
〇
六
年
�
二
月
、

六
頁
参
照
。

（
33
） 

Ｄ
・
ア
ボ
ッ
ト
編
（
坂
本
賢
三
監
訳
）『
世
界
科
学
者
事
典
、
６
技
術 

者
』（
原
書
房
、
�
九
八
七
、
四
�
頁
）、
あ
る
い
はPorter, R. ed., 

T
he H

utchinson D
ictionary of Scientific Biography

（H
elicon, 

O
xford, 1994,  pp. 31-32

）
に
は
Ｗ
・
Ｅ
・
エ
ア
ト
ン
が
、
ま
た 

Lightm
an, B

. etc., eds.,  T
he D

ictionary of N
ineteenth-

Century British Scientists ,

（T
hoem

m
es Continuum

, Bristol, 

2004

）
に
は
Ｗ
・
Ｅ
・
エ
ア
ト
ン
お
よ
び
Ｅ
・
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
ス
が
採
録

さ
れ
て
い
る
（V

ol.1, pp. 75-76, V
ol.2, pp.593-594

）。

（
34
） 

拙
稿
「
お
雇
い
英
国
人
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
日
本
研
究―

成 

果
と
特
色―

」、
日
本
英
学
史
学
会
『
英
学
史
研
究
』
第
四
�
号
（
二
〇 

〇
八
年
十
月
）
三
九―

四
三
頁
。

（
35
） 

拙
稿
「
工
部
大
学
校
お
雇
い
教
師
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
へ
の
謝
意
」、

日
本
英
学
史
学
会
関
西
支
部
『
関
西
英
学
史
研
究
』
第
四
号
（
二
〇
〇
九

年
十
�
月
）
十
五―

二
九
頁
。
後
出
の
第
�
・
第
二
・
第
三
の
功
労
に

関
す
る
関
連
史
料
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
に
お
い
て
詳
記
し
た
。

（
36
） 「
工
科
大
学
造
船
学
教
師
雇
入
ニ
関
シ
ダ
イ
エ
ル
氏
ヘ
ノ
謝
状
」、「
工
科

大
学
造
船
学
教
師
ト
シ
テ
雇
入
ル
ヘ
キ
人
物
発
見
ノ
儀
ニ
関
シ
在
英
加

藤
公
使
具
報
并
ニ
電
報
料
支
払
方
其
他
ノ
件
」
そ
の
他
。「
明
治
三
十
�

年
外
国
教
師
関
係
」『
御
雇
外
国
人
教
師
関
係
書
類
』
５
、
八
三―

八
四

丁
、
�
四
七―

�
五
七
丁
所
収
。

（
37
）『
大
日
本
』（
�
九
〇
四
）
の
場
合
は
、
次
の
と
お
り
。

  「 
HENRY DYER, C. E., M. A., D. Sc.

EMERITUS PROFESSOR, IMPERIAL UNIVERSITY OF TOKYO

FORMERLY PRINCIPAL OF AND PROFESSOR OF ENGINEERING IN THE

IMPERIAL COLLEGE OF ENGINEERING, TOKYO

LIFE GOVERNOR, GLASGOW
 AND W

EST OF SCOTLAND TECHNICAL COLLEGE

                         ETC., ETC.                                                   

」



四
〇

（
38
） 「
工
部
大
学
校
傭
英
国
人
ダ
イ
エ
ル
同
上
」『
公
文
録
』
太
政
官
、
明
治

十
五
年
十
月
全
、
お
よ
び
明
治
十
五
年
十
月
廿
四
日
「
工
部
大
学
校
傭

英
国
人
ヘ
ン
リ
ー
、
ダ
イ
エ
ル
叙
勲
」『
公
分
類
聚
』
第
六
編
巻
之
五
、

族
爵
門
勲
等
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）。
梅
溪
昇
編
『
明
治
期
外
国
人
叙
勲

史
料
集
成
』
第
�
巻
、
思
文
閣
出
版
、
二
八
〇―

二
八
二
頁
、『
同
』
第

四
巻
、
四
二
六
頁
に
再
録
。

（
39
） 

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
と
く
に
東
京
大
学
史
史
料
室
の
谷
本
宗
生
先

生
、
な
ら
び
に
同
大
学
情
報
公
開
室
に
は
種
々
ご
教
示
を
え
た
。
記
し

て
多
謝
し
ま
す
。

（
か
と
う　

し
ょ
う
じ　

名
古
屋
大
学
大
学
院
）


